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スクや不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想
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平成 29年 12 月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、本日、平成 29 年 12 月期（平成 29 年１月１日～平成 29 年 12 月 31 日）の通期連結業績予

想について、下記の通り修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 29 年 12月期通期連結業績予想値の修正（平成 29 年１月１日～平成 29年 12 月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当り 

当期純利益 

前回発表予想（A） 9,700 340 356 136 9 円 78銭 

今回修正予想（B） 9,910 △142 △39 △226 △16円 18銭 

増減額（B-A） 210 △462 △395 △362  

増減率（％） 2.2 ‐ ‐ ‐  

（ご参考）前期実績 

（平成 28年 12 月期） 
9,222 853 805 485 34円 67銭 

（注）当社は、平成 29年 12月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、平成 28年 12

月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算出しております。 

 

２．修正の理由 

前期に大きく伸ばした国内市場において、昨年からの出店に伴い、販売スタッフの教育不足を課題

としていましたが、今期下期には販売スタッフに対する各種教育が順調に進むとともに、販売力を強

化するための顧客エンゲージメントシステムが本稼働したこと等により、第３四半期以降の国内の既

存の直営店およびインストアの売上高が回復する等、国内売上は昨年対比109％に伸長しました。ま

た、前期に売上高が減少傾向にあったUSオフィスも下期に入り回復傾向を示すなど、海外支店および

子会社の売上高が全体的に伸長し、連結売上高は業績予想を210百万円上回る9,910百万円となりまし

た。 
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本資料に記載されている予想値は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的なリ

スクや不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想

とは異なることがあります。 

売上高が予想を上回る結果となった一方で、今期下期の為替レートが想定よりも円安に動いたこと

により原価率が上昇し、粗利益が予想を下回りました。また、品目ごとに見ると販売計画を下回った

ことによる在庫の増加もあったことから、在庫に対する評価損についても予想を上回る120百万円を

計上しております。 

販売費及び一般管理費について、上期に稼働開始した新戦略拠点「スノーピークOperation Core 

HQ2」ならびにSAPシステムに関連して、３月導入時に生じた不具合は収束し、効率的な仕組を構築

し、社員の業務習熟度も高まってきましたが、オペレーションコスト等の削減がやや遅れたことによ

り関連費用の支出が予想を200百万円上回る結果となりました。また、2018年１月に稼働しました東

京オフィス「Snow Peak Tokyo HQ3」について、監査法人からの指導により、その賃料の一部25百万

円を今期の費用として計上しております。さらに、既に解決済みではありますが、海外での訴訟対応

費用として20百万円を計上しております。 

新規投資関連については、今期上期に設立した株式会社スノーピークグランピングの営業活動が大

幅に遅れたため、投資が先行する形となり、営業損失を94百万円計上しました。 

これらの状況を踏まえ、平成 29 年 12 月期通期の売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属

する当期純利益を下方修正いたします。 

 

以 上 

 


